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感染予防対策 入館時の検温・消毒 

建物に入館する際には必ず検温と消毒の実施を徹底しています。学生の登校時も同様に行い、さらに

体調チェックやマスクの着用を必須としています。 

   

感染予防対策 キャンパス内の感染予防 

キャンパス内の各所に消毒液を設置し、こまめに消毒を行っています。また、教室内の座席は間隔を

とり、窓やドアを開放し、換気しながら授業を実施しています。 

図書館や食事ができるラウンジでは座席数を減らした上で、パーテーションを設置して飛沫防止対策

を行っています。 

   



   

感染予防対策 注意喚起 

感染予防に関する注意事項や案内は随時、学内に掲示しています。また、Teams を通してお知らせも

行っています。 

長期休暇前にも注意喚起を行い、濃厚接触者や陽性者となった場合は必ず担任もしくは副担任へ連絡

することとしています。 

   

授業について 

2022 年度は原則、対面にて授業を行っています。実習が始まる前の１週間を自宅待機期間とし、その

間は遠隔授業を行っています。ただし、感染状況により、変更する場合があります。 

また、新型コロナウイルス感染または濃厚接触者となった場合などは公欠となります。さらに、出席

できなかった授業内容は代替措置を講じることで、学生の不利益にならないよう配慮しています。 

  



学生支援について  

○学生相談、就職相談等 

各窓口には飛沫感染対策にビニールカーテンを設置しています。対面での相談ができない場合に電話

やメール、Teams のチャット等のオンライン上での相談も行っています。心理相談については心理カ

ウンセラーとの面談や外部の相談支援の案内等を行っています。 

○課外活動 

サークル活動は感染予防対策を講じることを要件とし、学内での活動に限定して行っています。EXPO 

TEISEI(大学祭)は来場型と配信型の両方を実施できるように進めています。 

○経済的支援 

本学独自の奨学金、日本学生支援機構や各自治体等から受けられる奨学金・支援金について、随時、お

知らせし、相談を受け付けています。新型コロナウイルス感染症に対する経済的支援が実施される場合

も速やかにお知らせしています。 

地域貢献活動について  

○公開講座 

受講者の人数制限や検温・消毒等の感染予防対策を行いながら、公開講座を開講しています。また、文

京区と協定を締結し、研修会を行っています。 

○地域行事 

町内会のイベントに学生がボランティアとして参加しています。 


